
配偶者選択.苅9【司日本霊長類学会大会.霊
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林道におけるヤクシマザルの餌付きの実態.

平成5年度京都大学霊長類研究所共同利用研

究会･屋久島のニホンザル地域個体群の構造

と保存.

12)田中番(1993):野生ニホンザルの採食場所選
択とその発達.第40回日本生態学会大会訴汝
要旨集,133.
13)田中香(1993):野生ニホンザルの採食行動の
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要旨集,35.

行動神経研究部門

思考言語分野

松沢哲郎l)･藤田和生2)･友永雅己り

平成6年4月1日新設

認知学習分野

小嶋祥三 ･松沢哲郎1)･藤田和生2)･

友永雅己')･中村克樹.)･南雲純治

研究概要

A)チンパンジーの聴覚と音声に関する研究

小嶋祥三 ･橋爾和秀S)

視覚一聴覚問の見本合わせ課題により,チンパ

ンジーの感覚問統合の研究を行った｡チンパンジー

にとってこの課題の狂得.遂行は容易でないが.

聴党刺激に基づいて ｢人｣,｢物｣の概念が成立し
ていることを示唆する結果を得た｡

B)老齢ニホンザルの認知枝能の研究

小嶋祥三

連続物体弁別逆転学習により,老齢ニホンザル

の保税あるいは学習セット形成に関係する認知機

能を検討した｡個体差があるが,一般に若年のサ

ルと比較して.連続逆転の成績が劣っていた｡

C)飼育下チンパンジーの出会い場面の音声およ

び社会的交渉

小嶋祥三 ･岡本暁子S)･揚妻直樹S)

別の居室で夜を過ごす2群のチンパンジーを朝

放飼場で出会わせ,その時生じる音声を含む社会

的交渉を検討した｡群問の個体の交換などいくつ

かの実験的操作を行い,その影響を調べているc

D)チンパンジーの認知的 ･言語的機能の比較認

知科学的研究

松沢哲郎 ･友永雅己･Iverlversen6)･

田中正之S)･目上耕司7)

チンパンジーとヒトを対象に,認知的･言語的

機能の比較研究をおこなった｡文字や数の体系と

その記憶,コンピュータ利用の描画行動,指きし

や身ぶりによるコミュニケーション,放飼場での

社会的知能の研究などをおこなった｡

E)野生チンパンジーの道具使用と文化的変異

松沢哲郎

西アフr)カのギニア･ポッソウとコートジボワー

ル･ニンパの野生チンパンジーを対象に,道具使

用にみられる認知発達を研究し,文化的伝播の実

態と機構について調査した｡

F)マイノリティーの文化的伝統と教育

松沢哲郎

パキスタン･フンザ地方からパ ミールを越えて

中国カシュガルに到る地域で,プルシャスキー族

とキルギス族を対象に.社会変化と教育の役割に

かんする野外調査をおこなった｡

G)霊長類の錯視知覚に関する比較心理学的研究

藤田和生

アカゲザルとチンパンジーを対象に,ボンゾ錯

視の知覚の分析をおこない,ヒトやハトと比較し

た｡

H)ニホンザルの視覚探索

藤田和生 ･金沢別 S)

1)5.9.1王君知学習分野より思考言語分野へ
2)5.12.1認知学習分野より思考言語分野へ
3)5.ll.10認知学習分野より思考言語分野へ
4)6.3.9行動発現分野より認知学習分野へ
5)大学院生

6)招へい外国人学者/外国人研究員
7)日本学術振興会特別研究員
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視覚探索課題を用いて,ニホンザルのEEl形知覚

の特徴を分析した｡掛 こ探索非対称性と結合探索

効果について検討した｡

I)チンパンジーの感覚性強化

藤田和生

チンパンジーの居室にレバーを押すと放飼場の

風景が映し出される仕掛けをとりつけ,エンリッ

チメントとしての効果を検討するとともに,反応

の日周期性を調べた｡

J)チンパンジーにおける探索非対称性

友永雅己

傾斜線分などの幾何図形を用いて,視覚探索に

おける探索非対称性を検討した｡

冗)チンパンジーにおけるプライミング効果の検

討

友永雅己

同時弁別課題遂行中に正解位置などに関する先

行情報を与え課題遂行がどのように変化するかを

検討した｡

L)チンパンジーにおける相貌認知の研究

友永雅己

ヒトの顔写真と家の写真各100枚を用いて,4

種類の方向で同一見本あわせの訓練を行い,相貌

認知における上下反転効果について検討を行った｡

M)霊長類行動実験用システムの開発

南雲純治

簡易型汎用入出力ボードの開発と制御用ソフト

の作成及びチンパンジー飼育棟入退室管理ソフト,

汎用見本合わせソフトの作成等を行った｡

N)霊長類における社会的相互作用の実験的分析

目上耕司丁)

複数個体の競合場面,協同的に行動したときに

個々の利益が最大になる場面,共同作業が必要な

場面における社会的相互作用の実験的分析を行っ

た｡

0)フサオマキザルにおける匂いの知覚:個体臭

と集団臭の関係

上野吉一丁)

複数のフサオマキザルから採集した尿を用い構

成した集田臭から,集団臭のみならず特定の個体

の匂いを識別できることが示された｡

総 説

一和文-
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行動発現分野

久保田競･三上章允･薄口俊之･中村克樹

研究概要

A)前頭菜の研究

I) コザルの前頭葉の発達の研究

久保田放･薄口京子.)

生まれたばかりのアカゲザルに遅延反応を学

習させ,前頭連合野.運動迎合野,運動野に

GABAやDOPAMINEの阻窃刑を微丑局所注

入すると,反応の成約の低下と運動の障害が一

時的にみられる｡これらの変化と解剖学的変化

を解析して,GABA抑制やDOPAMINEと前

頭菜の発達の関係を明らかにする.

2) 前頭掛 こおける局所回路の働きの研究
三上章允･松元健二2)･小高泰3)･久保田競
前頭葉から複数のニューロン活動を同時記録
し,その性質と相互連絡の様式を比較検討した｡
3)前頭葉の機能構築

薄口俊之り･久保田競･山根到2)
前頭葉が認知や運動機能をいかに再現してい

るかという問題を,電位感受性色素による光学

測定法や薬物の局所注入法を用いて解析してい

る｡

4) リーチング運動に関する前頭葉の機能マッ

プ

山根到2)･薄口俊之 ･久保田競

遅延リーチング課題を行っているサルの前頭

葉の様々な部位へムシモールを局所注入して,
注入部位と陣苔の有無･性質を解析し,7)-チ
ング運動に関する前頭葉の機能マップを調べた.
5)前頭前野の作業記憶過程における情報伝達
物質の役割

薄口俊之 ･久保田競

前頭前野の作業記憶過程にどのような情報伝

達物質がいかなる役割をしているかを明らかに

する目的で,眼球運動による遅延反応課題 とイ

オントフォレシス法を組み合わせた実験を行 っ

ている｡

6) 前頭前野の作業記憶機構

長谷川良平2)･薄口俊之 ･久保田競

作業記憶の脳内機構を調べるために,限球遵

動を反応に用いた作業記憶課題 (遅延反応や遅

延見本合わせ)を行っているサルの前頭前野か

らニューロン活動を記録し,解析 している｡

7) 脳の情報処理過程の計算論的研究

植木浩一郎2)･久保田競

ニューロンの情報処理モデルを提案 した｡モ

デルやモデルのネットワークを用いたいろいろ

な脳の惜報処理過程の計井論的研究を計井機 シ

1)研究補佐員 2)大学院生 3)研椎貝

4)新技術事業団さきがけ研究21雅任
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